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funglandmolds･ Itis,therefore,essentialtopreventtheirinvasion forobtainlng Stain-free
rubberwoodmaterialsinwoodindustries.






























































2. 実 験 方 法
2-1. 変色菌の分離
明らかに変色菌 (あるいは腐朽菌)に侵害されたゴムノキ丸太 (直径約 30cm,長さ約 2m)を繊維方向
に半分に鋸断し,その木口部 と中央部から巾 10-20cm,厚さ 2-3cm の板状試料を採取し,各板の5個









































供試菌 としては, ゴムノキか ら分離した菌2種 と Aureoba∫idiumpululan∫(DEBARY)ARNAUZ)(IFO
6353)*,Gliocladiumviren∫MILLER,GIDDENSandFosTES(IFO 6355)*,ASPergilu∫nigerVANTIEGHEM
(IFO 6342)*の3軽を用いた｡







である可能性 もあったが,今回の研究では確認しなかった｡ 分離菌C-Fは, Penicilium,Gliocladium ある
いは,Trichodermaどの汚凱菌であったが,種の同定はしていない｡
B･theobromaeは,空気感染型の変色菌であり, 熱帯地方一帯に広 く分布している｡ 熱帯材の中でも材が
*Accessionnumber,InstitutefわrFermentation,Osaka,Japan(財団法人 発酵研究所,菌株番号)
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Originlsolate* Untreated Creosoted Treatedwoodby
wood wood comme｢cialfungicide
Cross Center Cross Center Crossend Center
end end
A + + + + 十 +
B + + -,+ +
C + + +



















ゴムノキの変色菌, かびの防止に俣け る実験 ･研究はあまりされていないが8-1(日,Sujal-らS)は, ベンツ
イミダゾール系化 合物であるベノミ)i/が Na-PCPよりも B.lheobromaeや ASPergilussp.,Peniciliumsp.
に対して優れた抑制効果があることを報告している｡本研究では,同じくベン､ノイミダゾ-ル系化合物であ
る BZA*や TBZ*の効果を検討すると同時に, 木材防腐性能も優れている IF*の効力についても試験






サンプル No.1-3は IFを主体とする泥合剤であるが, ゴムノキ分離薗A,上目ソ外の A･pululanS,G･
vire'l∫,A.nigerに対しては, TCP(サンプル No･16)と比較すると鉱著な効果が認められた｡有効成分昂
からすれば TCPの 1/3以下の量で3薗種に,射して有効である｡ また, BZA の割合を増大させることによ
ってもこれら3常任に対する効力が増加の傾向を示した け ンプル No･1と2を比較参照)｡一方,分離菌
A,Bに対しては, 有効成分責が最大であるサンプ ル Nol3(有効成分 1.44%)でも効力は十分でなかっ








Samp一eNo.*[ Rateofdiluion AbsorptlOnofa.i.byspecmens(g/mz) Testfungi*2fsohteA lsolateB AUP GLV ASN
1 1′1 0.62 2-3 ト2 -*3 -1/2 0.27 3 3 2
り6 0.10 3 3 1 2-3 1
1/10 0.06 3 3 卜2 3 2
2 1/1 0.71 3 31/3 0.24 1
1/10 0.07 1
1/12 0.06 2




4 ′ー1 1.16 3 31/4 0.30 1
1/6 0.20 1
1/10 0.12 1-2







SamplfeNo. Rateofdi山ion Absorpt10nofa.i.byspecmens(g/m2) Testfungl,soーateA sーoJateBAUPGLVASN
8 1/1 1.71 3
9 1/1 0.79 1
12 1/1 0.88 1 1 1 1 11′3 0.27 - 2 -
1′6 0.13 1
1/10 0.08 3 - -
15 1/1 1.10 2 1 1 3 2
16 1/ー 5.18 l l
2′3 2.69 l l
′3 13 - 3 -
1/6 0,63 3 3 3
1′12 0.33 3 - 3
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と推察されている12)0
･り ミル単独の場合,2%液 (サンプル No.5仁し÷も分離菌A,Bに対しては効力がない反面,変色歯の
A･pululan.†には 1/6に希釈しても完全に生育を阻止できたoベノミルの B.theobromaeに対する優れた効力
が報菖 されているが,試験方法の相違が大きく影響 していることも考えられる｡Sujan ら8)の研究では,





TBZ こ lFはともに広範な抗菌スペクトルを有することが知られている12,13)｡ TBZ はベノミル同様ベ
ンツイミダゾール系の化合物であり, 単独 (サンプル No.6-8)では,3%液でも分離菌Aに対してはま
ったく効果が認められなかった｡一方,IFは,供試最低レベルの 1.5%の濃度で分離薗Aの生育を完全に
阻止できた (サンプル No.9-ll)｡ また,lF と TBZ を混合した場合 (サンプル No.12)には,倶試菌
の生育状況の肉眼的な観察から判断して,防かび性能のL昇が認められた ｡そこで IFと TBZ を様々の割
合で混合した場合の性能についてさらに実験を行ったcTable6にその組成割合と効力を示しているOこれ
らの結果から, B.lheobγomaeの生育抑制には IFが極めて有効であることが, TBTO,TCP,Na-TBP と
の比較 (サンプル No.15-17,Table5参照)からも明白であった｡lFの濃度としては, 1.5%が必要で
あり,抗菌スペクトルを広げるためには TBZの添加が有効である｡
Table6 PerformanceofthemixturesofIFandTBZincontrolingfungalgrowth･
Formu一ations a.i.% in Absorptト0nofa.i.byspecmens(g/m2) Test fungll :TBZ treatlngSOl. lFO6469*1 lsolatA AUP GLV ASN
1:1 1 0.71 o*2 3 01-2 1
2 1.42 0 1-2 000
2:1 1 0.61 0 3 000
2 1.22 0 1-2 001
3:1 1 0.65 0 2 01 1
2 1.13 0 1 000
1:2 1 0.54 0 3 00 1
2 1.33 0 3 00 1



















G.uiren∫,A.nigerを用いて,各種薬剤 ･組成の防かび性能を検討した結果,IF と TBZの混合物 (混合割
合3:1)の防かび性能がもっとも大であった｡ この混合物は,第 32回木材学会大会で発表したように,日
本木材保存協会規格第2号 ｢木材用防かび剤の防かび効力試験方法｣や当実験施設で考案したかびの発生を
軽減したポリウレタンフォーム法でも市販 TCP製剤品と比較して優れた防かび効力を具備していることが
実証されている14)*2｡したがって,IF-TBZ混合物は,ゴムノキの防かび用だけでなく,木材全般にわたる
新規低毒性防かび剤としての可能性を有しており,各樹種に対する実際的な防かび処理濃度の決定や,処理
薬液の温度安定性,処理薬液を繰り返し使用した場合の効力の安定性と効力の低下率などについて,フイ-
ルドテストを含めた広範な検討を行う価値があろう｡
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